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１ 単元の目標 

互いのお気に入りの場所について知り合うために，建物や施設の場所や位置などについて，具体的な情報を聞

き取ったり，相手に伝わるように工夫しながら，建物や施設の場所や位置などについて，質問したり質問に答え

たりして伝え合ったりすることができる。 

 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

〈知識〉 
建物や施設の言い方や、Where is ～? 
Turn right[left]. You can see it on your 
right[left]. It’s on your right[left].の表
現について理解している。 
〈技能〉 
建物や施設の場所や位置などについて、具
体的な情報を聞き取る技能を身に付けて
いる。 

互いのお気に入りの場所に
ついて知り合うために，建物
や施設の場所や位置など具
体的な情報を聞き取ってい
る。 

互いのお気に入りの場所に
ついて知り合うために，建
物や施設の場所や位置な
ど，具体的な情報を聞き取
ろうとしている。 

話
す
こ
と
［
や
り
取
り
］ 

〈知識〉 
建物や施設の言い方や、Where is ～? 
Turn right[left]. You can see it on your 
right[left]. It’s on your right[left].の表
現について理解している。 
〈技能〉 
互いのお気に入りの場所や位置などにつ
いて、建物や施設の言い方や、Where is 
～? Turn right[left]. You can see it on 
your right[left]. It’s on your right[left].
の表現などを用いて、尋ねたり答えたりし
て伝え合う技能を身に付けている。 

互いのお気に入りの場所に
ついて知り合うために，建物
や施設の場所や位置などに
ついて，簡単な語句や基本的
な表現を用いて相手に伝わ
るように工夫しながら，質問
したり質問に答えたりして
伝え合っている。 

互いのお気に入りの場所に
ついて知り合うために，建
物や施設の場所や位置など
について，簡単な語句や基
本的な表現を用いて相手に
伝わるように工夫しなが
ら，質問したり質問に答え
たりして伝え合おうとして
いる。 

   

 

 

 

３ 単元の指導と評価の計画（全 7時間） 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

授業実践のまとめ 

 小学校外国語科 ５学年 単元名  自分のまちのお気に入りの場所を伝え合おう（全７時間） 

単元を通して身に付けさせたい資質・能力 お気に入りの場所について、その場で質問をしたり質問に答えたりし

て、伝え合う。 

単元ゴールの言語活動 自分のまちのお気に入りの場所を伝え合おう。 

単元の目標や評価規準の設定については、国立教育政策研究所「『指導と評価の一体

化』のための学習評価に関する参考資料」を御参照ください。 

※聞は「聞くこと」、やは「話すこと[やり取り]」の領域を示しています。 

 

 

 

①単元を通して身

に付けさせたい資

質・能力を明確に

し、児童に単元の

見通しをもたせる

場面を設定しま

す。 

 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_gaikokg.pdf
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③児童の学習状況

を適宜把握する場

面を設定します。当

該単元では、第３

時、第４時に「聞くこ

と」の領域において

〔記録に残す評価〕

を行います。また、

第５時、第６時に、

「話すこと［やり取

り］」の領域におい

て〔記録に残す評

価〕を行います。そ

れらに加えて、〔指

導に生かす評価〕を

毎時間行い、目標に

向けて指導を行い

ます。 

👉 「 学 習 評 価 

FIRST STEP」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤単元の学習を振

り返る時間を設定

し、児童の学習改善

や教師の指導改善

につなげます。 

④単元末に単元ゴ

ールの言語活動を

設定します。以下の

４つの視点を踏ま

えて、設定すること

が大切です。 

Ⅰ 伝え合う目的や

必然性 

Ⅱ 相手意識 

Ⅲ「本物」のコミュニ

ケーション 

Ⅳ 伝え合うことの

喜びや意義 

👉 「 単 元 デザ イ ン

FIRST STEP」 

②単元ゴールの言

語活動に向かって、

言語活動と指導を

繰り返し行います。 

「漆塗り型」の指導

展開を踏まえ、第６

時の単元ゴールの

言語活動（青の枠囲

み）に向けて、ステ

ップアップの言語活

動（緑の枠囲み）を

繰り返し設定してい

ます。 

👉 「単元デザイン 

FIRST STEP」 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/2/hyouka/5_shogai_hyouka.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/2/hyouka/5_shogai_hyouka.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/06_shougai_sidouan.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/06_shougai_sidouan.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/2/tangen/5_shogai_tangen.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/2/tangen/5_shogai_tangen.pdf
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４ 本時の目標 

   建物や施設の言い方や道案内の英語表現を聞いたり言ったりすることができる。 

５ 本時の展開（１/7） 👉「授業づくりのポイント チェックシート」 

児童の活動 
指導者の活動（○）評価（◎）〈方法〉 

指導改善例（●） 

準備物 

１ 指導者のお気に入り

の場所についての話を、

反応したり、質問に答え

たりしながら聞く。

【Small Talk】 

 
 

 

２ 単元のゴールの言語

活動を確認する。 

 

 

 

 

 

３ 本時のめあてを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

４ 指導者のお気に入り

の場所について具体的

な情報を聞き取る。 

 

 

 

 

 

 

 

○既習表現を用いたり、児童に問い掛けたりし

ながら話す。⇒ 

○既習の語句や表現を使って児童とやり取りを 

 し、その定着を図る。 

〇本単元で扱う語句や表現を自然に聞いて理解

できる場面を設定することで、意味の理解を

促す。 

 

○本単元のゴールの言語活動を共有する。 

 

 

 

〇互いのことを理解するために、自分のまちの

お気に入りの場所を伝え合うことを確認す

る。 

 

 

 

 

〇学校周辺の地図を用いて、どこにどのような

建物や施設があるのかを伝え合うことを確認

する。 

 

〇児童が指導者のお気に入りの場所を予想する

ことで、相手への興味を高めて聞くことがで

きるようにする。 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校周辺 

の 地 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・○○先生は、嬉野市出身

なんだ。 

・嬉野市には、素敵な場所

がたくさんあるんだな。 

・行ってみたいな。 

T: I like my hometown.  
Where am I from? 
I’m from ・・・  
Please guess.  

 
 

ポイント 

 単元ゴール：自分のまちのお気に入りの場所を伝え合おう。 

 本時のめあて：どこにどのような建物や施設があるのか伝え合おう。 

T: You are here. OK? Turn left.  
Go straight.  Turn right.  
Go straight.  Go straight.   
Turn right.  Go straight.   
Turn left.  Go straight.   
You can see it on your right. 
What is my favorite place? 

C: Library? 
T: That’s right.  My favorite place is 

the library.   

・○○先生のお気に入り

の場所はどこかな？ 

・“library”って聞こえた。 

・なぜ図書館が好きなの

かな？ 

工夫１：Small Talkの例 

〔コミュニケーションを行う

目的や場面、状況などの設

定〕 

・コミュニケーションを行う目

的や場面、状況などを明確

にして単元ゴールの言語活

動を児童と共有します。 

〔場面設定〕 

・実際に住んでいるまちやそ

こにある建物、施設を扱うこ

とで、児童は身近なやり取り

として捉えることができま

す。 

その際、生活科や社会科の

学習で使った地図を活用す

ると他教科との関連を図る

ことができます。 

〔「聞くこと」についての指

導〕 

・児童が目的をもって聞くこ

とができるようにします。児

童が十分に意味を理解でき

ていない場合は、繰り返し聞

く機会を設けたり、身振りや

表情、ジェスチャーなどの非

言語要素を活用して、児童が

推測できるようにしたりしな

がら意味を理解できるよう

にします。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/1/checkseat/5_checkseat_sho_gaikokugo.pdf


令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 建物や施設，道案内の

英語表現を聞いたり言っ

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学校周辺には、どこに

どのような建物や施設

があるのか伝え合う。 

 

 

 

 

７ 本時の活動を振り返

る。 

◎建物や施設の言い方や Where is ～? Turn 

right[left]. You can see it on your 

right[left]. It’s on your right[left]. の表

現について理解している。〈行動観察・振り返

りカード記述分析〉 

●どのような語句に注目して聞けばよいかを示

したり、聞き取った建物や施設を指さしたり、

方向をジェスチャーで示したりするよう促

し、一緒に Go straight.  Turn right.などの

英語表現を言って音声と意味との一致を図

る。 

 

〇ほかにどのような英語表現が聞こえてきたか

を問い掛け、本時のめあてを達成するために

必要な語句や英語表現に気付くことができる

ようにする。 

〇道案内については、動作をしながら言うこと

で英語表現とその意味の理解を促す。 

〇表現に不慣れな児童が安心して取り組むこと

ができるように、音声に合わせて道案内の 

ルートを示す。 

 

○教科書の地図にある建物や施設は学校周辺で

はどこにあるのか伝え合うことができるよう

にする。 

〇教科書に載っていない建物や施設について、

その場所を知っている児童がいれば、道案内

を聞き、地図上に書き入れる。 

〇伝えたくても英語で表現できなかったことは

なかったか問い掛け、一緒に表現を考えたり

表現したりする。 

〇反応しながら聞いている児童を称賛し、よい

聞き方として全体で共有する。 

⇒ 

 

○単元のめあてを意識したり、本時にできるよ

うになったことを振り返って次時以降の学習

への見通しを立てたりしている児童を紹介し

て評価するとともに、ほかの児童と目指す姿

を共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校周辺 

の 地 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

カード 

・クラスの友達のお気に入

りの場所はどこだろう。 

・私のお気に入りの場所を

友達に伝えたいな。 

・４年生のときに学習し

た道案内の英語表現が

聞こえた。 

・図書館以外の建物の言

い方も知りたいな。 

C：Turn right. 

Go straight. 

Go straight.  

Go straight. 

   ○○-kouen ! 

  「○○公園」って何と

言えばいいかな。 

工夫 2：中間指導の例 

〔振り返り〕 

・学習したことを振り返るた

め、振り返りの前に視点を明

確にします。 
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６ 本時における指導と評価の工夫 

 

 👉授業づくり FIRST STEP Vol.1 －小学校外国語科「Small Talk」編― 

 

  

 本時の児童の活動１「指導者のお気に入りの場所についての話を、反応したり、質問に答えたりしながら聞く

【Small Talk】」の具体を示します。Small Talk を行うことで、既習表現や対話を続けるための基本的な表現の

定着を図ります。５年生における Small Talk は、指導者の話を聞くことや指導者と児童がやり取りすることを

中心に行います。 

指導者と児童のやり取り 指導者の働き掛けのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫１：Small Talkの例 

児童が当該単元より前の単元
で学習した言語材料を使って
やり取りができるような内容
で話すようにします。 

I like my hometown. Where am I from? 
I’m from ・・・ （間を取って発話を促します。） 
Please guess.  
I’m from Fukuoka? Karatsu? Shiroishi?（児童が何
を答えればよいのか気付くことができるよう具体例を挙げ
ます。） 
My hometown is famous for its hot springs, green 
tea, and a shinkansen station.（発話を促すためヒン
トを言います。） 

【話題の導入】 

Takeo! 【繰り返し・一言感想】 

Takeo? Good guess! 
But it’s not Takeo. 

Ureshino! 
【繰り返し】 

Ureshino?  

【一言感想】 

That’s right. I’m from Ureshino. 
Ureshino is famous for its hot 
springs. 

【さらに質問】 

※数名とやり取りをします。 Do you like hot springs? 

【一言感想】 

※電子黒板に右の資料を提示する。 

Yes. 

Me, too. I like hot springs. 
It’s very nice. 

We have foot spas in Ureshino. 
Do you know “foot spa”? 

【さらに質問】 

Foot spa? 

さらに質問をすることで、話を
発展させながら対話を続けて
いくことができるようにしま
す。 

質問したあとに、答えてほしい
ことの例を挙げることで、児童
が何を尋ねられていて、何を答
えればよいのかに気付くこと
ができるようにします。 

指導者は、児童が話した内容
の中心となる語を繰り返すこ
とで、児童が発した言葉を確
かめたり、児童に「伝わってい
るよ」というメッセージを伝
えたりすることができます。 

質問を交えることで、児童が自
分事として聞くことができる
ようにします。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/06_shougai_jugyodezain_1.pdf
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Yes, I do. I like green tea.  
今、質問してくれてうれしかったよ。  
私のことを知りたいと思ってくれたんだね。 
Thank you. 

No. 

（右の資料を指して） 
Look at this.  
We also have a shinkansen  
station in Ureshino. 

【児童の姿を価値付ける】 

【本時に扱う場所の英語表現を交える】 

あー、足湯のことかな? 

（足を指して）Only foot. 
You can put your feet in hot water. 

【ジェスチャーなどを加えて説明した
り、言い換えたりする】 

Yes. 
It’s very nice. 

That’s right.  
Foot spa means ashiyu. 
It’s my favorite place. 
Do you like ashiyu? 

【一言感想・さらに質問】 

I think so, too. 
（右の資料を指して） 
Look at this.  
You can do chatsumi. 
Do you like green tea? 

【話題を転換する】 

本単元で扱う新出の建物を表
す英語表現を何度も聞くこと
で、児童が英語の音声と意味を
一致させることができるよう
にします。 

言語だけでなく、身振りや表
情、ジェスチャーなどの非言語
的要素を活用することで円滑
なコミュニケーションを図る
ことができるようにします。 

Oh, you don’t like green tea. It’s OK. 

 

 

【繰り返し・一言感想】 

Do you like green tea? 

相手の話したことに何らかの
反応を示す“Me, too.” “That’s 
right.” “It’s very nice.”な
どの一言感想を述べることで
内容を理解していることを伝
えることができるようにしま
す。 

本単元のゴールの言語活動に
つなげることで、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況
などを理解できるようにしま
す。 

児童が既習表現を使って質問
できたことを称賛しています。
児童が相手意識をもって対話
を続けようとする姿を価値付
けます。 

That’s right.  
Station. Shinkansen station. 
（児童が駅を表す英語表現を理解できるように、児童
の日本語を英語に言い換えます。） 
You can see tea gardens from the shinkansen. 
It’s beautiful. It is my favorite place, too. 
Where is your favorite place in your city? 
Please tell me about your favorite place in your 
city. 

あ、駅だ、駅。 

【本単元のゴールの言語活動につなげる】 

児童が単語で答えた内容を指
導者は文章にして伝えていま
す。児童が話した内容を繰り返
して確かめると同時に文発話
に導くための指導をしていま
す。 
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本時の児童の活動６「学校の周辺には、どこにどのような建物や施設があるのか伝え合う」での具体を示します。

言語活動の途中に中間指導を複数回行います。中間指導では、伝えたくても英語で表現できなかったことはなか

ったか尋ね、一緒に表現を考えたり、反応しながら聞いている児童を称賛し、よい聞き方として全体で共有した

りします。そして、児童が中間指導を生かして、言語活動に取り組むことができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫 2：中間指導の例 

【児童のやり取りの変容】 

【言語活動①】 

A: Hello! Where is ○○ park? 

B: You are here. Go straight. Go straight. 

Turn right. えーっと、ななめ。 

A:こっち? 

B:うん。 

中間指導① 

 【中間指導①での教師の働き掛け】 

・伝えたくても英語で表現できなかったことを尋ねます。 

・言語活動で使用する英語表現等の確認をします。 

【言語活動②】 

A: Hello! Where is ○○ park? 

B: You are here.  Go straight. Go straight.  

Go a little right. 

   You can see it on your left. 

A: Left?  

B: Yes. 

A: Thank you. 

【言語活動③】 

C: Hello! Where is the convenience store? 

D: You are here.  Go straight. Go straight.  

Turn right.  

C: （右を指さしながら）Turn right? 

D: （うなずいて）Yes. Turn right. OK? 

Go straight. Turn left. 

   You can see it on your left. 

C: Left? 

D: Yes. You can see it on your left. 

C: OK. Thank you. 

中間指導② 
 【中間指導②での教師の働き掛け】 

・中間指導①で伝えたことができるようになってきたことを賞賛します。 

・相手意識をもってやり取りすることを確認したり、更に会話を続けるため

の表現を共有したりします。 

今、活動していて何か困ったことはありませんでしたか。

伝えたいけど英語でどのように表現したらいいか分から

なかったことはありませんでしたか。 

斜めに行くってどのように言えばいいですか。 

どのように伝えたらいいでしょうか。皆さんだったらどうし

ますか。 

ジェスチャーをしたらどうですか。 

なるほど。それもいいですね。 

では、これまでに学習した表現は使えませんか。 

Go ・・・? 

「斜めに行く」とは、どちらに行くのですか。 

別の言い方はありませんか。 

少し右なんだけど・・・。 

Small right? 

A little right? 

「少し右に行く」なら言えそうですね。 

Go a little right. 

Good job. 皆さんも言ってみましょう。 

Go a little right. 

Go a little right. 

B さんは、A さんの話をよく聞いて、繰り返して確かめていました

ね。また、２人とも相手の顔をよく見ていました。相手が分かって

いるかどうか確かめながら話すことができていたのがよかったで

すね。友達のよいところは、ぜひまねしてみましょう。 

ときどき分からなくなったり、間違ったりします。 

“right” ”left”は正しく使えているかな？ 

OK. Let’s practice. 

※この後、“right” “left”の音声と意味を一致させるため、実際

に体を右や左に向けながら英語表現を声に出し練習します。 
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７ 授業者の声 

  今回、単元ゴールの言語活動を「自分のまちのお気に入りの場所を伝え合おう」と設定し、第５学年で授業実

践を行いました。その際、「Ⅰ 伝え合う目的や必然性 Ⅱ 相手意識 Ⅲ 『本物』のコミュニケーション Ⅳ 伝え合うこ

との喜びや意義」の４つの視点を踏まえて単元ゴールの言語活動を設定し、児童と共有しました。 

   児童の振り返りシートに、「指導者のお気に入りの場所を聞いて今度は自分のお気に入りの場所を伝えたい」という内

容の記述があったことや次時以降の学習の見通しを立てている児童も見られたことから、児童と単元ゴールの言語活動

を共有することで、単元ゴールの言語活動に向けて児童の意欲を高めることができました。 

また、単元ゴールに向けて本時（第１時目）から言語活動を中心に仕組んだ授業づくりができました。児童の活動１の

Small Talkでは、聞くことを中心とした活動を行いました。指導者が児童に問い掛けながら話すことで、児童は指導者の

話に何らかの反応を示しながら自分事として聞くことができました。さらに、質問をする児童も見られたことから相手につ

いてより詳しく知ろうとする姿勢が感じられました。児童の活動６では、児童は学校周辺にはどこにどのような建物がある

か伝え合う活動に取り組みました。指導者は活動の途中で中間指導を行い、児童自身が伝えたいことを表現できるよう

な働き掛けをすることができました。 

今後も言語活動を中心に仕組んだ授業づくりに取り組みたいと思います。 

    


